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研究動向／情報
はじめに
　本報告では、2016年 6月 27日から 30日にわ
たって、韓国の COEXソウル会議場において開
催された「ソーシャルワーク、教育および社会開
発に関する合同世界会議 (Joint World Conference 
on Social Work, Education and Social Development 
2016：SWSD2016)」に関して、①グローバル・
アジェンダと基調講演、②筆者の専門である精神
保健福祉関連の研究動向、③開会式における障害
のある人による抗議行動の 3点に焦点を当てて記
す。
　SWSD2016の構成は、基調講演（Ⅰ～Ⅲ、6報
告）、シンポジウム（41室、218報告）、スポンサー
セッション（3室、27報告）、ワークショップ（34
室、104報告）、口頭での研究発表（147室、761
報告）、ポスターでの研究発表（321報告）である。
また現地視察先として 12か所が用意されていた。
SWSD2016のプログラムは、初日の 6月 27日（月）
に、分科会、開会式（挨拶、グローバル・アジェ
ンダに関する 3団体会長からの発言）とオープニ
ング・セレモニーが催された【写真 1】。2日目の
28日（火）に、基調講演Ⅰ、分科会、ワークショッ
プ、シンポジウム、特別講演、文化の夕べ（食事会）
が催された。3日目の 29日（水）に、分科会（日
中韓合同セッションを含む）、基調講演Ⅱ、分科会、
ワークショップ、シンポジウム、公式晩餐会があっ
た。最終日の 30日（木）に、分科会、ワークショッ
プおよび基調講演Ⅲがあり、そして閉会式で締め
くくられた。会議参加者は『日本医療社会福祉協
会ニュース』（No. H28―3 2016. 10. 31）によると
「ソーシャルワーク、教育および社会開発に関する合同世界会議
2016年ソウル大会」報告記
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83か国から 2,381人とのことである。
1．グローバル・アジェンダと基調講演
　SWSD は、国際ソーシャルワーカー連盟
(International Federations of Social Workers: IFSW)、
国際ソーシャルワーク教育学校連盟 (International 
Associations of Schools of Social Work: IASSW)、国
際社会福祉協議会 (International Council on Social 
Welfare: ICSW)の 3団体が共同で 2年に一度開催
する社会福祉分野における最大規模の国際学術大
会である。世界合同会議は 4回目となる。1回目
は香港（2010）にて「ソーシャルワークと社会開発：
アジェンダ」をテーマとして開催された。2回目
はストックホルム（2012）にて「ソーシャルワー
クと社会開発 2012：行動と影響」をテーマとした。
ここで 3団体はグローバル・アジェンダを採択す
る。3回目となるメルボルン大会（2014）では、
アジェンダに基づいて「社会的・経済的平等の促
進」がテーマとして設定され、1回目の報告書が
配布された。そして今回のソウル大会のテーマは
「人間の尊厳と価値の推進 Promoting the Dignity 
and Worth of People」であり、2回目の報告書が発
行された【写真 2】【図 1】。
　大会テーマに呼応する基調講演は 3回に分けて
開催され、6つの報告を聞くことができた。
　1970 年代に設立された韓国の NPO(Good 
Neighbors International)の代表である Ilha Yi氏は、
NPOの役割には政策を作るための「ロビー活動」
と「持続可能な社会づくり」と北朝鮮との統一に
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むけた「和解」の活動にあるという興味深い報告
をした。（I.，2016）。
　次に、HIV陽性者(People living with HIV: PLHIV)
への差別の問題に対して、当事者の権利擁護活動
をしてきた Romy Mathys氏は、① PLHIVは 2つ
の恐怖に直面する：死の恐怖と「恥ずべき行為に
対する罰」というスティグマの恐怖、② PLHIV
であることの開示は危険を伴う：「恐怖を抱えな
がら健康な生活は送れない」が、国によっては
殺害されることもあるため、開示は環境面の準
備を含めて慎重に考える必要があるという（R. 
Mathys，2016）。
　また、SilVana Martines氏は、「ソーシャルワー
クを作り直さなければならない」というメッセー
ジを発した。ソーシャルワーカーが「変えるべき
現実」は、征服と搾取の結果としての社会的秩序、
武器・麻薬・人身売買・人権差別などネガティブ
なものを有する権力、家父長制的状況、移民を生
【写真 2】 グローバル・アジェンダの報告書（2016）
【写真 1】 オープニング・セレモニーの様子（2016. 6. 
27）
図 1　Global Agenda for Social Work and Social Development
出典：2016. 6. 27開会式における Eva Holmberg-Herrstöm 氏（ICSW会長）によるグローバル・アジェンダに関するスライ
ドをもとに作成
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み出す政治的対立、人類史上類を観ない根深いア
パルトヘイト等の強大な圧迫構造であり、民主主
義が崩壊し人類は弱められている中でソーシャル
ワーカーは孤立した人々を助ける役割があるとす
る。「ラテンアメリカ地域のソーシャルワーカー
は、1%のエリートのためではなく 99%の立場に
立つ」と力強く発言した（S. Martines，2016）。
　Abye Tasse氏（IFSWの前会長）は移民・移住
の問題を取り上げた。Tasse氏は、自身もエチオ
ピア人の多くが国を離れなければならなかった
35年前に、スーダンからエジプト、エジプトか
らフランスへ渡り、政治的避難者として受け入れ
られたとのことである。世界で自分の命を危険に
さらしながら活動しているソーシャルワーカー
は、今集結しなくてはならない、と訴えた（A.，
2016）。
　Mark Henrichson氏は今の重要かつ喫緊の課題
として、Henrichson氏自身の経験として、「性的
少数者」の迫害を取り上げた。同性者同士の結婚
が世界 19か国で保障される一方で、残虐な強制
的治療を法律で定める国や、死刑にする国がいま
だにあること、さらにレイプが 17秒に一人に起
こる地域では、「正す」ためのレイプもあるとい
うことを例に挙げ LGBTの人には尊厳や価値は
認められていないと訴えた。やはりここでも権
利擁護の活動はリスクを伴うが、ソーシャルワー
カーはここに立ち向かっていく存在とした（M. 
Henrichson，2016）。Henrichson氏の「“性同一性
障害者”として生きることはできない。“自分は
正常である”という考え方が少数者を圧迫してき
た」という言葉が印象的だ。
　最後に John Fung氏がデジタルデバイスの活用
を取り上げた。高齢者、障害者は次の 20年で急
増ことが予想される中、人手不足解消のために、
補助技術としてのデジタルデバイス活用は未来
への可能性をつなぐものであるとする（J. Fung，
2016）。
　基調講演では、「尊厳と価値の推進」をはかる
ために、権力構造と闘うこと、権利擁護のために
働くことが強調された。
2．研究報告の動向（特に精神保健福祉分野
に注目して）
　会議開催期間中のプレゼンテーションは 7つの
カテゴリーに分類された【表 1】。口頭研究発表
を領域別に再分類すると、25の領域で合計 761
件が報告されていた。最も多かったのは「健康と
メンタルヘルス」領域で、18会場にて 100件の
報告がなされたことがわかった【表 2】。
　これらの中で、筆者が関心のある精神保健福祉
に関する研究に着目すると、21題目が見いだせ
た。報告者の地域別にみると、アフリカ地域から
5題目、ヨーロッパ地域から 2題目、北アメリカ
地域から 6題目、ラテンアメリカ地域から 0題目、
アジア太平洋地域から 8題目であった。主な内容
は以下の通りである。筆者が分科会に出席できな
かった報告は抄録を参照した。
　アフリカ地域から、民主化された南アフリカに
て精神障害者の人権運動の高まりによる脱施設化
が地域の支援体制を整えることなく急激に進めら
れたために弊害が生じている実態（A. Ornellas，
2016）（南ア）、精神疾患に対する偏見の強さから、
その家族が精神疾患者を隔離してしまっている実
態（Y. Xunduら，2016）（南ア）、資源が限られ
た地域における在宅の精神障害者の介護者（訓練
を受けていない人）が直面する課題と負担状況（P. 
Jaravani，2016）（ジンバブエ）、移民帰国者の身
【表 1】カテゴリー別プレゼンテーション数
カテゴリー 演題数
Human Rights 77
Self Determination 133
Maltreatment Violence 65
Healthy Life 181
Enabling Environment 133
Social Protection 243
New Methods 263
Total 1,095
出典：IASW会長による開会式でのプレゼン資料
　　　“Moving Forward”より抜粋
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体的精神的苦痛の調査報告（A. M. Gezie，2016）（エ
チオピア）、重度精神障害者の介護者（精神保健
福祉従事者）の対応メカニズム研究（J. Langba，
2016）（南ア）があった。精神障害者を取り巻く
現状報告と支援者の負担に関する報告が多い。
　北アメリカ地域からは、アメリカ在住の日本の
研究者を中心とするチームが東日本大震災の被災
者に対応したソーシャルワーカーの二次的外傷性
ストレス（STS）のリスクは職場環境、同僚の結
束度、ケース数によって増減することを明らかに
した（H. Kannoら，2016）（米）。また精神保健
福祉領域のソーシャルワーカー教育はアドボカ
シーとリーダーシップが核であることが報告され
た（K. Wade，2016）（米）。その他、対象課題別
に、性的虐待を受けて現在成人になっている男性
の抱える課題（鬱、不安、ストレス、PTSD等）
への個別面接 /グループワーク、電話、e-カウン
セリング等の支援は成果があったこと（S. Hyun 
Yunら，2016）（カナダ）、鍼治療がうつ症状に寄
与しうる可能性とその要因の研究（P. Leungら，
2016）（米）は、いずれも新しい分野であり今後
貴重なデータとなるであろう。また、暴力的な犯
罪をする少年に対しての適切な介入のためにはメ
ンタルヘルス・アセスメントが必要であることも
報告された（V. Venableら，2016）（米）。もっと
も興味深いのは、これまでほとんど知られていな
かった、若いアジア系アメリカ人の女性があらゆ
る民族の中で自殺率が最も高く、しかもこの数年
で急速に増加していることを実態調査から明らか
にした研究（H. C. Hahmら，2016）（米）である。
今後の自殺予防のための緊急スクリーニングにイ
ンパクトを与えるものとなろう。北アメリカ地域
からは多様な課題への現実対応のための実践理論
が主に報告された。
　ヨーロッパ地域からは、入院中の精神障害者の
人権擁護（J. Shears，2016）（英）、薬物乱用者が
スティグマを克服して尊厳と価値を高めるための
実践理論（リフレクティブ・プラクティス）の研
究（H. Barnes，2016）（英）が報告された。
　アジア・太平洋地域からは、重度精神障害者に
対する就労支援（M. Petrakisら，2016）（豪）や、
コミュニティベースの公衆衛生サービス（FCMH）
へのアクセスが 20年間で大幅に増加した（J. 
Chuong，2016）（豪）という成功例といえる報告
の一方で、適切な精神保健福祉サービスにアクセ
スできない要因に精神疾患に対する偏見や誤解が
【表 2】分科会テーマ別演題数と会場数
分科会テーマ 演題数 会場数
Health and mental health 100 18
Education and training 100 17
Social work practice 80 14
Child welfare 63 11
Ageing 51 10
Migration 33 7
International social work 32 6
Community development 32 6
Human rights 30 6
Interpersonal violence 23 6
Gender equality 23 4
Poverty 23 6
Social protection 22 5
Disability 21 4
Disaster and environmental 
change
20 4
Human service technology 17 3
Criminal justice 15 3
Social action 10 2
Sustainability 8 2
Labor 7 2
Human trafficking 7 2
Corporate social 
responsibility
7 1
Population change/safety 6 1
Service, practice teaching 
and research of social work 
in the Chinese mainland
5 1
Housing 4 1
Others 22 5
Total 761 147
注：“Program Book, SWSD2016”より抽出、分類し作成
した。
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あったことを当事者の語りから明らかにしたもの
（K. Burriell，2016）（豪）や、精神疾患を有する
人は援助を求めることそのものを躊躇し、コミュ
ニティベースのサービスを受け入れない傾向があ
ることを、やはりインタビュー調査によって検証
したもの（J. Chen，2016）（香港）があった。コミュ
ニティベースの精神保健福祉の新しいモデル開発
の難しさには地域性や文化性など個別性がある。
それを理論化するにはこのような個別の聞き取り
調査による事例の蓄積が必要となろう。その他、
インドにおいて都市化によって伝統的な共同体が
崩壊する中で子どもが長期的なストレスに直面し
ていることから、ストレスを減らし幸福を促進す
る方法論を論じたもの（V. M. Narasimha，2016）
（印）、香港で精神科受診者が急増し早期介入の
必要性が生じている現状から、中学生の調査を
したところ約 19%がうつ病に苦しみ、約 2%が
重度の自殺念慮を示し、約 30％が強い不安に苦
しんでいることを明らかにした報告があった（C. 
Kwan Tamら，2016）（香港）。また、ガン患者と
その配偶者が自らの抱える心理的苦痛に「意味」
を見出すことや否定的感情をコントロールするこ
とによって精神的変換を果たしたことも報告され
た（Jung-Won Lim，2016）（韓国）。アジア太平洋
地域は、ソーシャルワーカーには、法律による治
療的介入を最小限にすると同時に人権擁護と社会
正義の役割を果たすという役割があるということ
と、コミュニティベースの支援方法に関する報
告が目立った。なお、精神保健福祉領域に関する
口頭発表は日本からは 0題目であった。ポスター
発表では日本から 32題目あり、そのうち精神保
健福祉に関する報告は 1題目だけであった（M. 
Utsunomiya，2016）（日本）。
3．開会式における障害のある人の団体によ
る抗議活動
　6月 27日の開会式において、COEXの大会場
に 2,000人以上のソーシャルワーカーが着席する
中、開会の挨拶に続き、朴槿恵（パク・クネ）大
統領と潘基文（パン・ギムン）国連事務総長（当時）
からのビデオ・メッセージが流された後、鄭鎭燁
（チョン・ジンヨブ）保健福祉部長官が登壇した。
その時に、数人がプラカードを掲げながら壇上に
上がって叫び、長官に近づこうとする出来事が起
こった【写真 3】。彼らは、即座に会場警備員によっ
て制止され、会場外に連れ出された。一瞬のこと
で事態の把握ができずにいたが、車いすを利用す
る人が見えたことから障害のある人による抗議だ
ろうと推測できた。会場ではヒソヒソとした話し
声があったが、開会式は何事もなかったかのよう
に継続した。
　3団体会長によって、グローバル・アジェンダ
と今回のテーマである「人間の尊厳と価値の推進」
に関する各地域の取り組みが報告された後、フロ
アから IFSWの会長に対して、「先ほどは、まさ
に今回のテーマである『人間の尊厳と価値の推進』
を望む人々がデモをしていたのではないか。なぜ
こんなことが起こったのか？」という声があがり、
それに賛同する拍手が会場で起こった。IFSWの
Ruth Stark会長は次のように返答した。
　「この会場にいる人々と同じように、私は、
サービスを利用する人々が自分の声を聴いて
ほしいと願ってデモンストレーションをする
姿を見ました。私たちが今回発行した『報告
【写真 3】開会式で講義しようとする当事者団体の様子
出 典：“Protesters on stage at a social work 
conference in Seoul,” photograph by Ruth Hardy. 
The Guardian （2016. 6. 27 付）, “Disabled people 
stage protest at world social work conference,” 
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書』にあるメッセージの 1つは、世界中の
人々が望むものであり、サービスを利用する
人々が聞きたかったことだと思います。私た
ちは環境を作らなくてはなりません。話を聴
いてほしいと願っている人との対話を生み出
す責任があります。世界の各地域から出てき
たテーマの 1つは、私たちが政策に影響を与
え、資源を獲得し、すべての人々が尊厳と尊
敬をもって扱われることを認識し、人々と協
力して活動することでした。それがソーシャ
ルワーカーとしての私たちと、この分野で働
く人々が、私たちの日々、私たちの年々、私
たちの生涯を、すべての人々の尊厳と価値を
促進するために費やしているのです。私たち
はデモンストレーションを聞き、デモンスト
レーションを見ました。私たちは、今日起こっ
たような方法ではないやり方で、いかに人々
の声を聴くことができるかを考えなければな
りません。」【写真 4】。
　この出来事は英国の日刊紙 the Guardianによっ
て「障害のある人がソーシャルワーク会議で抗議
するという」という見出しで即日報じられた（The 
Guardian，2016. 6. 27）。
　最終日の 6月 30日、閉会式の直前に当事者が
登壇する時間が設けられた。SWAN運営委員会
メンバーが SWSD2016主催者に働きかけて実現
したとのことである（SWAN2016）。そこでは、「障
害のある人を差別する制度に反対する 4年の闘
いで亡くなった 12人の当事者の生前の姿」とそ
の理由がビデオで流れた。「障害等級制度（DRS）
と義務供給制度（OPS）を廃止してください」と
訴え、前者が差別的な評価システムであること、
後者が家族による扶養が前提であるため最低の生
活水準が保証されないシステムであることが説
明された。生存権を求める活動であることが伝
えられると会場からは拍手が起こった【写真 5】。
Stark会長が開会式で述べたように「ソーシャル
ワーカーには当事者とともに
3 3 3
政策をつくってい
く」ことが求められる。開会式では当事者の声
をまったく聴くことができなかった。SWSD2016
の期間中、釈然としないままであったが、閉会式
直前にようやく彼らの声を聴くことができ、強く
闘う当事者とそれを支援する支援組織の協働の姿
を見ることになった。声を正しく聴くこと、その
声を世に届かせること、その声を実現することに
ついて、自分の力が試されているような出来事で
あった。
おわりに
　SWSD2016で学んだ多くのことの中から特に
印象的であった 3点に焦点を当てて記録した。過
酷な状況におかれる人々の尊厳と価値を守り、彼
【写真 4】会場の質問に答える Ruth Stark（2016. 6. 27） 【写真 5】最終日に登壇した当事者団体のメンバー
（2017. 6. 30）
101
「ソーシャルワーク、教育および社会開発に関する合同世界会議 2016年ソウル大会」報告記（宇都宮）
らとともに環境を作る責任について、世界のソー
シャルワーカーと共有できた 4日間であった。こ
のエネルギーを糧に、次のアジェンダをふまえ、
世界の中のアジア、アジアの中の日本を俯瞰する
と同時に、目の前の人々をしっかりと見つめ、苦
しんでいる人々とともに進まねばならない。
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